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ポ
ス

ト

資
本
主

義
社
会
の

文
化
的
矛
盾

目

，
 

O
巳
併

唱
『

里
Oo

三
臆

卑

島
o

出
050

隔

蛸
o
雪

お
薗

唱

騨

巴
『
酔

ω
o
皀
 

亳

「

フ

ァ

ウ

ス

ト

的
人
間
」

の

誕
生

　
　
　

　
　
　

正

慶

　
孝

　
明
治
の

文
豪、

鴎
外
森
林
太
郎
は、

ゲ

ー

テ

の

『

フ

ァ

ウ

ス

ト
』

を

邦
訳
し
、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

近

代
と

は

何
で

あ

る

か

を

日

本
人
に

啓
蒙
し

よ

う
と

試
み

た
。

大

正

二

年

の

こ

と

で

あ

る
。

そ

の

な

か

に

フ

ァ

ウ

ス

ト

が

独
白

す

る

次
の

よ

う

な
一

節
が

あ

る
。

一

體
こ

の

世
界
を

奥
の

奥
で

統
べ

て

ゐ

る

の

は

何
か

。

そ

れ

が

知
り

た

い
。

そ

こ

で

働
い

て

ゐ

る
一

切

の

力、

そ

れ

が

見
た
い

。

一

切
の

種
子

と

は

何
か
。

　
こ

の

フ

ァ

ウ
ス

ト

の

台
詞
こ

そ
、

近
代
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

人
や、

そ

れ

を

模
倣
し

て

き

た

日

本
人

を

含
め

た

近

代
人

の

精
神
を

端
的
に

示
し

て

い

る
。

こ

の

フ

ァ

ウ

ス

ト

の

よ

う
に
、

「

も
っ

と、

も
っ

と
」

（
∋
Φ

ぎ
信

5
α

旨
Φ

ゴ
「
）

と
い

う

精
神、
「

無
制
限
の

ポ

ス

ト

資

本
主

義
卸
会
の

文
化

的
矛

眉

正

慶

　
孝

＊

　一
般
教
育

　
教
授

　
経
済
学

無
条
件
の

顧
み

る
こ

と

な

き
」

衝
動
は、

フ

ァ

ウ

ス

ト

に

ち

な

ん

で

［
フ

ァ

ゥ

ス

ト

的
衝
動

ス
α
Φ
「

齢

昜
叶

ジ
o
ゴ
Φ

U
蕁
コ
◎q
）

と

か

「

無
限
の

衝
動
」

（

買
o
ひq
話
ω
・゚

匿
言ー

コ

巳
ε
ヨ

）

と

よ

ば

れ

る
。

こ

の

「

フ

ァ

ウ

ス

ト

的
衝
動
」

は、

経
済
活

動
の

面
で

は

富
が

「

多
け

れ

ば

多
い

ほ

ど

よ

い
」

と
い

う

観
念
を

生

み、

近

代

社
会

に

お

い

て

は

富
の

追
求
が

優
先
順
位
の

最
も

高
い

到
達
目

標
と

な

っ

た
。

こ

う

し

て、

近

代
人

は、

「

グ

ロ

ー

ス

マ

ニ

ア
」

（

成
長
病
患
者
）

と

し

て、

あ

る

い

は

「

ア
ニ

マ

ル

．

ラ

ボ

ラ

ン

ス

」

（

働
く

動
物
）

と

し

て、
「
マ

モ

ン

の

神
」

（

富
の

神
）

に

全

身
全

霊
奉

仕
す

る

よ

う
に

な
っ

た

の

で

あ

る
。

　
「

マ

モ

ン

の

神
」

が

玉

座

に

つ

い

た

の

は、

ル

ネ

サ

ン

ス
、

航
海
革
命、

宗
教
改

革
に

よ
っ

て、

人

間
が

魔
術
か

ら

解
放
さ

れ、

経
済
活
動
が

自
由
に

営
ま

れ

る

よ

う

に

な
っ

た

近

世

以

降、

換、
言

す
れ

ば
、

「
利
得
の

観
念
」

が

神
の

信

仰
の

代

替
物
と

な

り、
「

神
中
心
」

の

社
会
か

ら

「

富
中
心
」

の

社

会
が

到
来
し

て

か

ら
の

こ

と

で

あ

る
。

こ

の

よ

う

な

時
代
を

ヴ
ェ

ル

ナ

ー

・

ゾ
ン

バ

ル

ト

に

な

ら
っ

て

「

経
済
時

代
」

（

ユ
P
ω

α
犀
○

昌
O
ヨ
δ
O
ゴ
Φ

N
Φ

津
鋤一叶
巽）

と

よ

ぶ

こ

と

が

で

き

よ

う。

ヴ
ェ

ル

ナ

ー

・

ゾ

ン

バ

ル

ト

に

よ

る

と、
「

経
済
時
代
」

と

は

「

…
経
済
が
、

経
済
的
利
益
が
、

し

た

が

っ

て

ま

た

こ

れ

に

関
連
し

て

い

わ

ゆ

る

『

物
質
的
』

重

要
性
が
、

他
の

あ

ら

ゆ

る

価
値
に

対
し

て

優
位
を

要

求

し
、

ま

た

獲
得
し

て、

そ

の

た

め

経
済

の

も
つ

特

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
ハ
ユロ

性
が、

他
の

す
べ

て

の

社
会、

文

化
の

領
域
を

特
質
づ

け

て

い

る

…
」

時
代
の

こ

と

で

あ

る
。

　
「

…

経
済
的
利
害
そ

の

も

の

の

優
位
…

」

の

時
代
で

あ

る

「

経
済
時
代
」

は、

経

済
的
利
害
が

あ

ら

ゆ

る

も

の

の

優
位
に

立

ち、

こ

れ

に

従

属
さ

せ

る

圧

倒
的
な

力

を

も
っ

て

い

る。
「

経
済
時
代
」

は、

利
潤
の

追
求

を

ラ

イ

ト

モ

チ

ー

フ

に

し

て、

ま

す

ま

す
進

展

し、

か

つ

て

ど

の

時
代
に

も

み

ら

れ

な

か

っ

た

拡
が

り、

大
い

さ、

カ

を

も
っ

た

経
済
を

生

み

出
す
こ

と

に

成
功
し

た
。

そ

れ

は

経
済
ば

か

り
で

な

く、

文

化
も

政
治
も

な

に

も

か

も

根
柢
か

ら

か

え

て

し

ま
っ

た
。

政
治
的

に

は

「

大

衆
民

主21
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明
星

大
学

研

究

紀
嬰

〔

口

本
文

化
学

部

二
謡

語
文
化
学
科
】

第
九

号

　
二

〇
〇
二

年

屯

義
．

（

マ

ス

・

デ
エ、
ク

ラ

シ

i
）

が

実
塀
し、

文
化
的
に

は
一

部
特
権

的

な

人
々

に

に

な

わ

れ

て

い

た

門

高
級
文

化．
（
ハ

イ
・

カ

ル

チ
函、
ー

）

に

対
し

「

人

衆
文

化
し

庶・
ス

・

カ

ル

チ

ャ

ー
）

が

成
立

し

た。

の

ち

に

は、
「

経
済
時

代
…

が

発

展
し、

一

豊
が

な

社
会
一

に

な

っ

て

い

く
。

こ

の

よ・
つ

に
、

「

フ

ァ

ウ

ス

ト

的
衝
動
…

に

も

と

つ

い

て

活
動

す
る

入

間
類
型
を
…
フ

ァ

ウ

ス

ト

的
人
間
」

と

よ

ぶ

こ

と

が

で

き

る
。

　
「

フ

ァ

ウ

ス

ト

的
人

間
」

は、

何
事
も

「

無
限
の

衝
勤
」

に

導
か

れ

て

行
動
す

る

人

間
で

あ

り、

…

方
で

は
「
ホ

モ

・

フ

ァ

ー

ベ

ル

一
（
工

作

的
人
間
）

と

し

て
、

他

方

で

は

「

ホ

モ

・
コ

ン

ス

メ

ン

ス

」

（
消
費
的

人
間〕

と

し

て

振
る

舞
う
こ

と

と

な

る
。

「

ホ

モ

・

フ

ァ

ー

ペ

ル

皿

と

い

う

の

は、

人

問
の

本
質
券

ニー
道
旦ハ
を

つ

く

る

動

物
」

で

あ

る

こ

と

に

着
日

し

た

概
念
で

あ

る
。

マ

ッ

ク

ス

・

シ

ェ

ー

ラ

ー

や

ア

ン

リ
・

ベ

ル

ク

ソ

ン

な

ど

は

人
間

が
．

ホ

モ

・

サ

ピ

エ

ン

ス

　

で

あ

る

の

は、
「

ホ

モ

．

フ

ァ

ー

ベ

ル

」

で

あ

る

こ

と

に

よ

る

と

述
べ

て

い

る
。

も

ち

ろ

ん、

こ

の

道
具

の

な

か

に

は、
「
コ

ミ
．一

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

！

の

道

具

と

し

て

の ．．
口

語
も

含
ま

れ

る
。

　

ホ

モ

．

フ

ァ

ー

ベ

ル

」

と

し

て

の

入

間

は、

マ

ル

ク

ス

に

よ

っ

て

「

新
大
陣

に

お

け

る

最
初
の

偉
大

な

経
済
学
者
」

と

よ

ば

れ

た
ベ

ン

ジ

ャ

ミ

ン

・

フ

ラ

ン

ク

リ

ン

の

よ

う

な

人

物
に

よ
っ

て

代
表
さ

れ

る
。

ベ

ン

ジ

ャ

ミ

ン

・

フ

ラ

ン

ク

リ

ン

は、

の

ち
の

時
代
の

マ

ッ

ク

ス

・

ヴ
ヱ
…

バ

ー

も

ま

た
、

典
型
的
な

コ

資
本
主
義
的
人

間−

と

し

て

と

り

あ

げ

て

い

る
、

「

最
初
の

ミ

ス

タ

…

・

ア

メ

リ

カ

ン

一

で

あ

る
。

　

　

　

　

　

ヨ
ヨ　

　

が

れ

は

「

自
伝
』

の

な

か

で

人

生

に

成
功

す
る

に

は、

次

の

十．
二

の

徳

躍

を

守
り、

努
力

す

る

こ

と

が

必

要
で

あ

る
、

と

述
べ

て

い

る
。

そ
の

徳
目
と

は、
（

1
）

節
制、

〔

9、
）

沈
黙、
（

3
）

規
律、
（

4
）

決
断、

（

5
）

節
約、
（

6
）

勤
勉、
（

7
）

誠
実、

言
）

正

義、
（

9
）

中
庸、
（

10
）

清
潔、

倉
）

平

静、

箆
）

純
潔、
（

13
）

謙
譲、

で

あ

る
。

　

フ

ラ

ン

ク

リ

ン

は
、

こ

の

徳
因

に

も

と

つ

い

て

「

時
間
は

貨
幣
で

あ

る

こ

と

を

忘

れ

て

は

な

ら

な
い

」

と

か
一
化

貝

幣
は

繁
殖
し
・

†

を

生

む

も

の

だ

と

い

う
こ

と

を

忘

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
22

て

は

い

け

な
い

｝

と

か

「

信
用

に

影
響

を

及

ぼ

す
二

と

は、

ど

ん

な

些

細

な

お

こ

な

い

で

も

注

意
し

な

け

れ

ば

い

け

な

い

」

な

ど

の
41

心

告
を

寄
少
年

に

対
し

て

行

な
叫

て

い

る
。

こ

れ

ら

の

入

生

訓
が
、

コ

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

テ
．，

ズ

ム

の

心

情
倫
理
」

と

岡

じ

で

あ

り、

そ

れ

が

一．
資
本
主

義
の

精
神
L

と

な
ワ

て、

資

本
主

義
発

展
の

原

動

力

に

な

る

こ

と

は
、

マ

ッ

ク

ス

・

ヴ

ェ

ー

バ

ー

の

名

と

と

も

に

よ

く

知
ら

れ

て

い

る

二

と

で

あ

ろ

う
。

営
利
の

追

求
が

目

的

で

は

な

く、

フ

ラ

ン

ク

ーー・
ン

の

忠

告
の

よ

う
に
、

職
業
生
活

を

「

合
理

的
に

営
む
こ

と
」

（
5σ
卑
ユ
o
げ
）

の

結
果

と

し

て

利
潤
が

あ

た

え

ら

れ

る

と

い

う

の

が、
一

資
木
主

義
の

精
神
一

で

あ

る
。

こ

の

精
神
を

文

字
通

り

体

現

し

て

い

る

入

物
が、

ベ

ン

ジ

ャ

ミ

ン

・

フ

ラ
ン

ク

リ

ン

で

あ
ワ

た，

ベ

ン

ジ

海、
ミ

ン

・

フ

ラ

ン

ク

リ

ン

自

身
は

理

神
論
者
で

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

で

は

な

か

ッ

た

け

れ

ど

も
、

彼
は

故
地
の

二

・一

ー

イ

ン

グ

ラ

ン

ド

の

ピ

．一
ー

リ

タ

ン

の

文
化
に

充

分

影
響
を

受
け

て

い

た

の

で、

彼
の

思

想
と

行
動
は
プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

的
で

あ
っ
た

の

で

あ

る
。

イ
ン

ダ
ス

ト

リ

ア

ル

マ

ン

の

出
現

　
「

工

業
社
会

ス
イ

ン

ダ
ス

ト

リ

ア

ル

・

ソ

サ

エ

テ

ィ

）

の

成
立

に

あ

た
っ

て

重

要

な

精
神
的
原

動
力
に

な
ワ

た

の

は、
「

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト．一

的
な
…．
心

情
倫
理
」

（
エ

ー

ト

ス
）

で

あ

っ

た
。

日

本
の

近

代
化

も

乙

れ

の

例
外

で

は

な

く、

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

的
な

経
済
文
化
を

採
り

入

れ

る

こ

と

に

よ
．、

て

遂
行

さ

れ

て

き

た
。

科

学
枝
術
の

導
入

や

経
営
管
理

の

方

法
の

導
人

な

ど

に

み

ら

れ

る

の

は、
 

効
率
性

二
分

ヨ
2
？

苳
5
や
…

生

産
性
L

〔

鬻
＆
9
野
ξ
）

を

重

視

し

た、

ベ

ン

ジ

瀞、
ミ

ン

・

フ

ラ

ン

ク

リ

ン

風
の

流
牒
驅

で

あ

り

実
践
で

あ
ワ

た
。

こ

れ

は

無h
恵

識

的

に

で

は

あ

る

が、

日

本

が

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

的
な

文

化
に

影
響
を

受
け

て

き

た

こ

と

を

意
味
す

る
。

「

論
語
」

と

「

算
盤
」

の

一

致
を

説

く

「

儒
教
資

本
生

義
一

を

唱

え

た

澁
沢

榮
一

の

一

実

業
思

想
」

も、

．

利
潤
自

体
が

目

的
で

は

な

く、

努

力
し

た

結
果
の

報
酬

と

し

て
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利
潤
が

あ

た

え

ら

れ

る
L

、

と

説
く

こ

と

に

お

い

て、

フ

ラ

ン

ク

リ

ン

の

思

想
と

よ

く

似
て

い

る。

ま

た、

ピ

ュ

ー

リ

タ
ン

の

信
条
と

さ

れ

る

「

天

は

み

ず
か

ら

助
く

る

も

の

を

助
く
」

と

い

う
諺
は

、

同
時
に

明

治
初
期
の

実
業
家
に

み

ら

れ

た

信
条
で

も

あ
っ

た
。

幕
末
に

幕
府
留
学
生

の

監
督
と

し

て

訪
英
し

た

西

村
正

直
が

訳
し

た

サ
、、、

ユ

エ

ル

・
ス

マ

イ
ル

ズ

の

『

西

国

立

志
編
』

（

原
題
『

セ

ル

フ
・

ヘ

ル

プ
』
）

の

冒
頭

に

は、

「

天
は

み

ず
か

ら

助
く

る

も

の

を

助
く

」

の

ピ

ュ

ー

リ

タ

ン

の

諺
が

か

か

げ

ら

れ

て

い

る
。

こ

れ

が

明

治
の

実
業
家
の

モ

ッ

ト

ー

に

な
ワ

た。

　

近

代
の

産
業
社
会
の

担
い

手
は、
「

天

職
（
ゆ

醇
自
あ

る

い

は

op

…
コ
αq
）

意
識
」

に

も

と

つ

い

て

職
業
生

活
を

営
む

人
び

と

で

あ
っ

た
。

産
業
あ

る

い

は

工

業
の

こ

と

を

英
語
で

は

ぎ
ユ
ロ
゜・

耳
団

と

い

う
。

こ

れ

は

「

勤
勉
な
」

を

意
味
す
る

形

容
詞
の

ぎ−

O
信
ω

三
〇
⊆
°。

か

ら

で

て

い

る

言
葉
で

あ

る
。

ま

た、

企

業
や

商
売
を

意
味
す

る

げ
¢
ω一・

づ
o
°り

ω

は、

σ
二
ω

蜜

＋

口
Φ
ω

り゚

で

あ

り
、

「

忙
し

い

」

こ

と

を

意

味
す
る

。

さ

ら

に、

商

談
と

か

交

渉
を

意

味

す
る

コ
Φ

ひqo

二

讐冖
o
口

も
昌
Φ

σq

（

否

定
の

接

頭

語
コ
Φ
ひq
）

と

〇

二
二

日

（

暇
を

意
味
す
る

ラ

テ

ン

語
）

の

二

語
か

ら

な
っ

て

い

る
。

こ

れ

は

「

暇
で

は

な

い
」

と

い

う
の

が

も

と

も

と
の

意
味
で

あ

る
。

以

上

の

二

語
か

ら

推
測
で

き

る

よ

う

に、
「

工

業
社
会
」

は、
「

忙
し

い

社
会
」

と

い

う

意
味
な
の

で

あ

る
。

　

し

た

が

っ

て
、

近
代
人
は、

古

典
古
代
の

自
由
な

市
民

の

よ

う
に、
「

ス

コ

レ

ー
」

（

高
貴
な

る

閑
暇
）

を

享

受
で

き

る

よ

う

な

「

有
閑
階
級
」

で

は

な

く、

絶
え

ず
時

間
に

追
わ

れ、

時
間
を

気
に

し

な

が

ら
ビ

ジ

ィ

に

時
を

過

ご

す
こ

と

に

な

る

「

ビ

ジ

ネ

ス

マ

ン

」

（

多
忙
な

人

間
）

あ

る

い

は

「

イ
ン

ダ
ス

ト

リ

ア

ル

マ

ン

」

（

仕
事
人

間
）

に

な
っ

て

し

ま

っ

た

の

で

あ
る
。

古
典
古
代
の

ポ

リ

ス

市
民

は、

生

産
に

従
事

せ

ず、

弁
論
や

観
劇
や

談
話
に

大
部

の

時
を

過
ご

し

た

「

ス

コ

レ

ー
」

市
民
で

あ
っ

た

の

に

対
し、

近

代
や

現
代
の

市
民

は
、

ビ

ジ

ネ

ス

に

従
事
す

る

「

ビ

ジ

ネ

ス

市

民
」

で

あ

る
、

か

れ

の

も
っ

と

も

気
に

か

け

る

こ

と

は、
「

デ

ー

ト
」

（

日

付
）

で

あ

り、
「

ア

ポ

イ
ン

ト

メ

ン

ト
」

（

会
合
の

約
束
）

で

あ

る
。

か

れ

は

時
間
に

お

わ

れ、

ポ
ス

ト

資
本
主
義
社
会
の

文

化
的
矛
盾

蘆

慶

　
孝

時
間
を

消
費
し、

時
間
を

過
ご

す
こ

と

が

あ

っ

て

も、

時
間

を

享

受
す
る

こ

と

は

な

い

「

多
忙
な

人
問
」

で

あ

り
、

「

ワ

ー

カ

ホ

リ

ッ

ク
」

（

働
き

中
毒
患
者
）

で

あ

る
。

か

れ

ら

に

は

「

自
由

で

き

ま

ま

な

時
間
」

を

意
味
す

る

「

レ

ジ

ャ

ー
」

（｝
Φ冖
ω

焉
 
）

は

あ

た

え

ら

れ

て

は

い

な

い

の

で

あ

る
。

　

こ

の

よ

う

な

ラ

イ

フ

・
ス

タ

イ
ル

が

出
現
し

た

の

は、
「

最
初
の

工

業

国
家
一

で

あ

る

英
国

で

の

産
業
革
命
以

後
の

こ

と

で
、

現
代
の

産
業
社
会
の

端
緒
を

あ

た

え

た

英
国

産
業
革
命
の

推
進

者
の

多
く

は、

勤
勉
な

職
人
階
層
の

出
身
者

で、

か

れ

ら

が

最
初
の

イ
ン

ダ
ス

ト

リ

ア

ル

マ

ン

と

な

っ

た
。

蒸
気
機
関
を

発

明

し

た

時
計
師
ワ

ッ

ト、

経
糸
機
械
を

発
明
し

た

理

髪
師
ア

ー

ク

ラ

イ

ト、

汽
船
を

発

明
し

た

宝
石

師
フ

ル

ト

ン

な

ど
、

い

ず
れ

も

勤
勉
な

職
人

階
層
山
身
の

イ
ン

ダ

ス

ト

リ

ア

ル

マ

ン

で

あ

っ

た
。

こ

の

イ

ン

ダ
ス

ト

リ

ア

ル

マ

ン

の

原
型
は、
「．
手
」

と

「

頭
」 、

い

い

か

え
れ

ば

大
脳
と

大
脳
の

延

長
で

あ

る

手
と
を

統
一

し

た

「

万
能
の

天

才
」

で

あ

る

レ

オ

ナ

ル

ド
・

ダ
・

ヴ
ィ

ン

チ

の

よ

う

な

ル

ネ

サ

ン

ス

期
の

天
才
で

あ

る
。

い

い

か

え

れ

ば、

産
業
革
命
は

大
脳

と

手
と

が

統
合
し

た
ル

ネ

サ

ン

ス

期
に

準
備
さ

れ

て

い

た

と

も
い

え

る

の

で

あ

る
。

今
日

頻
繁
に

つ

か

わ

れ

る

「

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー
」

（

科
学

技
術
）

あ

る

い

は

以
前
か

ら

あ

る

「

テ

ク
ニ

ッ

ク
」

の

「

テ

ク

ノ
」

は、

ギ

リ

シ

ア

語
の

技
巧

を

意
味
す

る

「

テ

ク

ネ

ー
」

（

冨
屏
ゴ

コ
Φ

）

に

由
来
す
る

。

ま

た、
「

デ
ジ

タ

ル
」

（
皀
αQ冖・

冖

巴
）

は

指
（

ユ

凝

δ

を

「

マ

ニ

ュ

ア

ル

」

（
ヨ

き
⊆

巴
）

は

手
を

意
味
す

る

「

マ

ヌ

ス
」

（

冒

P
鬯

冨
5
の
）

に

そ

の

語
源
を

も

つ
。

い

ず
れ

も

ラ

テ

ン

語

で

あ

る。

リ

ベ

ラ

ル

・

ア

ー

ツ

（

自
由
学
芸
）

重
視
の

中
世
的
世

界
に

か

わ

る

近

世

的
世

界

は

メ

カ

ニ

カ

ル

・

ア

ー

ツ

（

機
械
学
芸
）

重

視
の

世
界
に

な

っ

て

い

る

の

で

あ

る
。

　

ベ

ン

ジ

ャ

ミ

ン

・

フ

ラ

ン

ク

リ

ン

は

実
在
の

人
物
で

あ
っ

た

が、

虚
構
上

の

入

物

で

あ
る

ロ

ビ

ン

ソ

ン

・

ク

ル

ー

ソ

ー

も

ま

た、

典
型

的
な

「

資
本

主

義
の

精
神
」

の

体
現
者
で

あ
っ

た。

ダ

ニ

エ

ル

・

デ
フ

ォ

ー

は

『

ロ

ビ

ン

ソ

ン

・

ク

ル

ー

ソ

ー

の

奇

妙
で

驚
く
べ

き

冒

険
と

生

硬
』 ・

の

な

か

で

・

の

人
物
を

近

世
の

経
済
活

動
を

推
進23
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尉

蒋

ナ

〜

伺
九

紀
弗

【
日
札

ゾ

化・．

昴
・
　
　
乂

化
♂

科
】

第
九
ウ

　

　厂
」

O
皿
年

し

て

き

た

「

企

業
汞

精
神
一
〔

雪
冥
o

℃

話
口

2
毎
三

巳

の

持
ち
廴
と

し

て

如
い

て

い

る
。

振
流
者
・

ビ

ン

ソ

ン

・

ク

伽

∴
で−
は
、

茸
紅
な

f

流
者
で

は

な
い

。

〆

丶

ぺ

弱．
こ

と

に

彼

盆
仏

流
し

て

か

ら
ゆ

ー3
記
を

　

複
式
神

臨

」

の

方
法

で

つ

け

て

い

る
。

す

な

わ

ち、
、

茸

日

あ

っ

た

よ

い

こ

と

粛
ooe

と

わ

る

い

こ

と

（

Φ

≦冖
）

と

を

借

方
と

貸
ヶ
と

に

か
け
て

記
入

す

る
。

こ

れ

た

け

で

も

も

う

充

分

に

事
業
参

で

あ

る
。

ま

た
、

消
質
と

貯
蓄
あ
る

い

は

投
賞

と

の

資
抓
配

分
を

考
慮
し

な

が

ら

行

勧
す

る
。

彼
は

難
破
し

た

船
に

残
っ

て

い

る

責

財
を

陸

に

持
ち

帰
り、

そ

れ

を

頁

本
と

し

て

活

用

す
る
。

ま

た、

み

ず
か

ら

の

に

生

と

慰

安

を

極
大

に

す

る

た

め、

労
働
力
券

、

収

適

・
瓠

形
二

配

分
す

る
。

こ

の

よ

う

に

こ

の

小

恠
の

読
名
は、
　
［

ヒ

ン

ソ

ン

・

ク

ル

ー

ソ

ー

の

経
弄

酒
動
す

な

わ

ち．
保

流
ル 、
活
の

ト

合
理

化
L

の

な

か

に
、

「

フ

ァ

ウ

ス

ト

的

衝
勁
」

に

つ

き

動

か

さ

れ、

コ

ス

ト

（

犠
牲
す

な

わ

ち

費
用）

を

極

小

に

す

？
と

と

も

に
、

リ

タ

ー

ン

（

報

酬
）

を

極
大

す
る

こ

と
宰

目

標
と

す
る

軽
済
亮

義
を

完
堅

な

形
で

実
現

し
・
玉

う

と

す

る

イ

ン

ダ
ス

ト

リ

ア

ワ

ズ

ム

の

精
神
を

前
皷
に

し

た

人

冂
又

定

が

な

さ

れ

て

い

る

こ

と

を、

発
11
」

す
る

で

あ

ろ

う。

　

い

か

な

る

時
代
も

い

か

な

る

搦

所

に

お

い

て

も、

経
済
問

題
は
、

代
替
的
諸
用

途

（

巴一
臼
コ

卑

ぞ
o

巴

を

も
つ

諸
手
段
が

輪
少
（

°。

o

穹
皀

亭
）

な

た

め

に
、

諸
口

的
を

実

現

す

る

恒
あ

た
．

て
、

い

か

に

そ

れ

ら
の

諸
丁
段
を

最
も

効
果
的
に

配
分
す

る

か

と

い

う
形
で

発
生

す

る
。

ロ

ビ

ン

ソ

ン

・

ク

ル

ー

ソ

ー

の

行

動
は、

乙

の

終
済
両
題
の

韻
決
法
を

ダ

唆
し

て

い

る

の

で

あ

る
。

ま

ず、

彼
  、

経
済
的
諸
气
源

r
船
の

な

が

に

残
・

て

い

た

小
麦

と

か

鉄
砲
と

か

弾

薬
と

戸

の

必

製
な

資
財
〔
ス

ト

ッ

ク
）

を

運
び

出
し

て

く

る
。

こ

れ

ら

の

稀
少

な

資
財
を

学

働
力
と

結
び

合
わ

せ

る

こ

と

に

よ
ワ

て
、

与
え

ら

れ

た

条
件
下

で

自
し

の

生

存
を

も

7．」
も

よ

く

維
持
し

て

い

く
よ

う

努
力
す
る

。

こ

の

訌

活

の

方
法

す
な

わ

ち

制
約
条
件
下
の

極

伯

門
題
を

解
く

と
い

つ

方

法
の

な

う

に

見
い

出
さ

れ

る

の

は
、

目

的

合
岬

的
な

生

活
態
レ

で

あ

）、

こ

こ

縄

「．
令

業
豕

精
神
」

を

発

見

で

き

る

の

で
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あ

る
。

ク

、
ー

ノ

ー

は、

み

ず

か
ρ

つ

労

働
力
の

配

分
厂冖

お

い

て、

相

対

的

重

長

佳

　

喧
ド

て

そ

の

配

分

を

行
、
竺．

て

い

る
。

そ

の

紀

あ

を

別
疋

す

る

c
に

墜

要

な
「

は

時，
圓

の
田
測

叱

て

あ
7

　
、

そ
の
一
ず

没

も

み

ず

か

こ

の

ー

犬
と

創

意

ー

よ
っ

て
、

勹

み

忠
し

て

い

る
。

し

か

も
、

こ

う

し

て

測

疋
さ

れ

た

労

緲

力

の

配

分

力．
汎

分
に

合

理

的

で

あ
っ

た

か

ど

う
か

を”
民

省
よ

る

た

め

に、
．

剛

記

の

と

お

り

複
 

傅

乱

の

方
法
て

目

記

を

つ

け

て

い

る
。

　

さ

ら

に

皿丶
昧
を

ひ

く

の

は、

小

麦
を

た

ん

て

消

費
す
る

二

と

な

く、

皆

月

コ

段
こ

し

て

用
い
、

播
い

て

増

や

し

て

食
べ

る

と

い

う、

拡
大
再

⊥

痒

（

綿
済
戊

長
）

を

可

能
乃

り

し

め

る

投，
江

な

い

し

マ

時
間
」

を

通

じ
て

の

資
”
齔

分

を

狛

な

っ

て

い

る

こ

と

と、

将
来
の

不

確
実
性
を

ノ

慮
し

て、

保

防
を

か

け

て

い

る

こ

と

で

あ

る，

そ

こ

に

は、
宀
豕

や

同

族
や

郷庸
冗 
閥

な

ど

に

頼
ろ

う

と

す

る

よ
・
つ

な
「
パ

タ

ー

ナ

リ

ズ

ム

」

（
温

情
主
義
）

の

期
待
や

「

睡

え

の

構
這
」

は

微
塵

も

み

ら

れ

ず、

独亠
ム

目

尊
の

生

活

い
度、

個
人

キ
義
の

忌

想、

あ

る

い

は

自
力

更
4
の

思

想
が

発
U
儿

地
れ

る

の

で

あ

る
。

　

ロ

ビ

ン

ソ

ン

．

ク

ル

ー

ソ

ー

の

A
口

理

序

峩

こ

は、
　
マ

ル

ク

ス

の

い

う

と

お

り、

「

必

要

そ

の

　

の

に

迫
ら

れ

て、

自

分
の

時
門
を

自

分
の

さ

ま

ざ

ま

な

機
能
の

あ

い

だ

に

正

確
に

配

分
」

し、

彼
の

絶
盾

動
に

お

い

て
、

ど

の

機
能
が

ど

れ

た

ナ

の

粒
齢

を

占
め
ア
O

⇒

も、
、

所

期
の

有
用

的
効
果

を

達
成

す

る

た

め

に

兄

服

さ

れ

る
3、
き

困

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　ド
ィゴ

難
の

大

小

に

よ

っ

て．
辷

ま

る
」

と

い

う
原
則
に

よ
f

て

い

る
。

ロ

ビ

ン

ソ

ン

・

ク

ル

ー

ソ

ー

も、
　
ヘ

ン

ジ

ャ

ミ

ン

・
フ

ラ

ン

ク

リ

ン

の
 
．

ノ

に
、

そ

れ

ま

で

の

宇

業
豕

」

も

宗
教．
ぶ

に

も

み

ら

れ

　
い

新

し

い

ラ

イ

フ

・
ス

タ

イ

ル

ヰ．
も
っ

た

人

物
で

あ
っ

直

新
し

い

ラ

イ

フ

・

ス

タ

イ

ル

p7
＞
−
一
ノ

　「
ス

 

イ

ル

と．
弓
つ

幇

億、

フ

ロ

イ
・・

と

同
群、

ウ

ィ

ー

ン

で

ヰ

ま

れ

た
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ユ

ダ

ヤ

系
の

精
神
分
析
医
で

フ

ロ

イ

ト

の

僚
友
で

あ
っ

た、

ア

ル

フ

レ

ッ

ド
．

ア

ド

ラ

ー

が
、

個
人
の

マ

ナ

ー、

態
度、

抱
懐
す

る

意
見
な

ど

の

類
型
化

さ

れ

た
一

貫
し

た

態
度
の

こ

と

を

意
味
す
る

た

め

に

造
語
し

た

ピ
Φ

σ

窪
の

ω

巳

が

そ

の

原
語
で、

こ

れ

が

英
語
に

翻
訳
さ

れ

て

ラ

イ

フ

・

ス

タ

イ
ル

と

な
っ

た

の

で

あ

る
。

た

と

え

ば、

優
柔
不
断
で

い

つ

も

悩
ん

で

い

る

「

思

索
型
」

を

「

ハ

ム

レ

ッ

ト

型
」

と

よ

ぶ

な

ら

ば、

後
先
を

考
え

ず
に

行
動
に

は

し
っ

て

し

ま

う
「

行

動
型
」

を

「

ド

ン

・

キ

ホ

ー

テ

型
」

と

よ

ぶ

こ

と

が

で

き

る
。

こ

の

よ

う

に

類
型
化
さ

れ

た

人

間

類
型
が

ラ

イ

フ
・

ス

タ

イ
ル

で

あ

る
。

サ

ド

型
対
マ

ゾ

型、

カ

サ

ノ

ヴ
ァ

型
対
ド

ン

フ

ァ

ン

型
な

ど、

文
学
作
品
の

性
格
（

キ

ャ

ラ

ク

タ

ー
）

か

ら

も

ラ

イ

フ

・
ス

タ

イ

ル

は

さ

ま

ざ

ま

に

区

別
す
る

こ

と

が

で

き

る
。

　
近

代
人
の

精
神
を

体
現
し

て

い

る

ラ

イ

フ

・

ス

タ

イ
ル

は
、

「

フ

ァ

ウ

ス

ト

的

衝

動
」

に

導
か

れ

た

「

フ

ァ

ウ

ス

ト

的
人
間
」

で

あ

っ

た
。

「

フ

ァ

ウ

ス

ト

的
人
間
」

は
、

先
に

あ

げ

た

よ

う

に
、
「
も
っ

と、

も
っ

と
」

を

追
求
す
る

「

イ
ン

ダ

ス

ト

リ

ア

ル

マ

ン

」

で

あ

り、
「

ホ

モ

・

フ

ァ

ー

ベ

ル

」

で

あ
っ

た
。

こ

れ

ら

の

「

イ
ン

ダ

ス

ト

リ

ア

ル

マ

ン

」

は、

合
理

主

義
の

精
神
に

導
か

れ

て、

巨
大
な

生

産
力
を

解
放

し

て

い

っ

た。

中
世
人

が

巨
大

な
ド
ゥ

ー

モ

（

教
会
）

を

建
て

た

の

に

対

し
、

近
代

入
は

巨
大

な

プ

ラ

ン

ト

や

摩
天

楼
を

建
て
、

「

経
済
時
代
」

の

シ

ン

ボ

ル

と

し

た
。

「

祈
る

こ

と
」

よ

り

「

も

う
け

る

こ

と
」

の

表
現
で

あ

る
。

　

初
期
の

資
本
主

義
の

段
階
に

は、

前
述

の

と

お

り、

経
済
活
動

の

「

心

情
倫
理
」

は
、

「

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

テ

ィ

ズ

ム

」

的
で

あ
っ

た。

そ

れ

が

経
済
が

発
展
す

る

に

つ

れ

て、

徐
々

に

失
わ

れ

て

「

営
利
の

追
求
」

そ

れ

自
体
が
、

目

標
に

な
っ

て

い

く。

「

も
っ

と、

も

っ

と
」

利
潤
を

追
求
す

る

こ

と

が、

目

的
と

な
っ

て

し

ま

う

と、

そ

れ

は

も

は

や

宗

教
的
倫
理

か

ら

の

制
約
は

弱
く

な

り、
「

営
利
主
義
」

が

擁
頭
す

る

よ

う

に

な

る
。

し

か

も、
「

自
由
放
任
」

の

経
済
体
制
の

な

か

で、

営
利
が

最
大
限

に

追
求

さ

れ

る

よ

う
に

な

る
。

か

つ

て、

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

は、

経
済
を

「

オ

イ
コ

ポ
ス

ト

資
本、
ヒ

義

社
会

の．
乂

化
的
矛

盾

虚

慶

　
孝

ノ

ミ

ア
L

（

家
政
術）

と

「

ク

レ

マ

テ

ィ

ス

テ

イ

ケ
」

（

貨
殖
術
）

と

に

分
け

た

が
、

あ

る

時
期
か

ら

の

資
木
主

義
は

「

ク

レ

マ

テ
ィ

ス

テ

イ

ケ
」

を

追

求
す

る

よ

う

に

な

り、
「

無
制
限
の

無
条
件
の

顧
み

る

こ

と

な

き
」

営
利
の

追

求
が、

資
本

主

義
を

駆

動
す
る

精
神
と

化
し

て

い

く
。

そ

れ
が

現
代
資
本
主

義
の

特
徴
で

あ

る。

こ

う
し

て
、

初
期
資
本
主
義
の

も
っ

て

い

た

「

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

テ

ィ

ズ

ム

の

倫
理
」

に

も

と

つ

く

「

資
本
主
義
の

精
神
」

は

失
し

な

わ

れ、
「

極
大

利
潤
」

を

追

求
す
る

こ

と

そ

れ

自

体

が

目

的
と

化
し、

資
本
の

集
中
・

集
積
が

進

み、

巨
大
な

牛

産
力
体

系

を

も

つ

ビ

ヒ

モ

ス

（
巨
獣
）

が

誕
生

す
る

こ

と

と

な

る
。

巨

大
な
生

産
力
と

消
費
力

　

巨
大
な

生

産
力

体
系
を

も
つ

こ

と

に

成
功

し

た

現

代
資
本
主

義
は、

大

量
生

産

（

ヨ
器
゜。

嶺
o
α
＝
o
¢
o
口）

の

シ

ス

テ
ム

を

完
成
し

た
。

し

か

し、

こ

れ

に

対

応
す
る

大

量
消

費
（

8
鋤
・゚

o・

oo

コ
の

ロ

ヨ
℃
試
o
口
）

の

仕

組
み

を

つ

く

り

あ

げ

な

け
れ

ば、

絶
え

ず

過
少

消
費
恐

慌
に

陥
っ

て

し

ま

う
危
険
性
を

も

っ

て

い

る。

こ

れ

を

避
け

る

た

め

に

は、

「

現
代
人
」

を

生

産
の

側
面
で

は

勤
勉
で

よ

く

働
く

「

ホ

モ

・

フ

ァ

ー

ベ

ル
」

で

あ

る

と

と

も

に
、

消
費
の

側
面
で

は

忙
し

く

消
費
す
る

「

ホ

モ

・
コ

ン

ス

メ

ン

ス

」

（
『
O
日
OOO

コ
。゚

⊆

B
Φ

＝
°。

）

あ

る

い

は

「

新
し

い

物
好
き
一
（
口
Φ

OO7

＝

冨
）

に

し

て

い

く

必

要

が

あ

る
。

二

十
肚

紀
が

「

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

の

時
代
」

と

よ

ば

れ

る

の

は、

巨
大
な

生

産
力

に

対
応
す
る

販
売

の

仕
組
み

を

構
築
す
る

こ

と

に

大

き

な

努
力

が

払
わ

れ

た

か

ら

で

あ

る
。

市
場
調

査、

販

売
促
進、

商
品
化
計
画、

消
費
者
信
用、

過
剰
包
装、

モ

デ
ル

・

チ
ェ

ン

ジ
、

製
品

寿
命
の

陳
腐
化
の

促
進、

広
告
宣

伝
な

ど

の

手
法

が

次

々

と

開
発
さ

れ、
「

マ

ー

ケ

ッ

ト
」

は

み

る

み

る

う

ち
に

拡

大

し

て

い

っ

た
。

こ

れ

に

は、
「

所
得
革
命
」

と

「

福
祉
国
家
」

の

進
行
が

寄
与
し

た。
［

所
得

革
命
…

と

「

福
祉
国
家
一

の

進
行

は、

所
得
の

平
準
化
を

進
め

て

貧
富
の

差

を

縮
小25
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明
星
大
学
璃

究

紀

要

【

日

木
文
化

学

部
・
口
詰

文

化
学
科
】

第
九

号
　

　
○
○
．

年

し、

マ

ル

ク

ス

の

い

う
、
町
つ

な
プ

ロ

レ

タ

リ

ア

の

一

絶

対
的

窮
乏

化
L

お

よ

び
「
相

対
的
窮
乏

化
「

が

阻
止

さ

れ

た。

逆

に

労

働

者
の

実
質
賃
銀
は

上

昇
し、

中

闘
階
層

が

増｝
大

し

て

い

っ

た
。

　

こ

の

よ

う

に

し

て、
「

ホ

モ

・
コ

ン

ス

メ

ン

ス

」

（
消
費
的
人

間
）

が

生

ま

れ

る
、

資

本
ギ

義
と
プ

卩

テ

ス

タ

ン

テ

ィ

ズ
ム

の

共
存
し

て

い

た

時
代
は、

節
倹
と

勤
勉
は

資・
不

の

蓄
積
の

た

め

に

欠
が

せ

な

い

も
の

弔
、

あ
っ

た
。

と
こ

ろ

が、

資
本
の

葦
田

積
が

進
み、

生

産
設

備
が

巨

大

な

も

の

に

な

る

と、

節
倹
は

美
徳
で

な

く

な

り、

消
費
こ

そ

が

美
徳
と

な

る
。

こ

こ

で
、

経
済

倫
理

が

逆
転
す

る

の

で

あ

る
。

ケ

イ

ン

ズ

経
済

ザ
は、

有
効
需
幾
の

原
理

が

そ

の

核

心

に

お

か

れ

て

い

る

が、

有
効
需
要

を

造

り

だ

す
た

め

に

は

浪
費
も

ま

た

可

な

り

な

の

で

あ

る
。

現

代
人
は

生

産
者
と

し

て

は

−

浪

費
を

つ

く

る

人
」

と

し

て、

消

費
者
と

し

て

は

「
浪
費
を

競
う

人
一

と

し

て

行

動
す

る

こ

と

に

な

る
．

　
「

豊
か

な

社

会
」

と

は
、

痕
費
社
会
」

で

あ

る．

ケ

イ

ン

ズ

が

解
こ

う

と

し

た

問

題

は
、

「．
豊
富
の

な

か

の

貧
困
」
（

℃
o
＜

o

二
《

ヨ
叶

ぼ
 

鬱
δ
繋

o
州

豆
 

ゴ

ξ
）

の

問
題

で

あ
っ

た
。

．一
れ

は
、

方
に

膨
大
な

潜
在
的

供
給
能
力
が

あ

る

の

に
、

そ

れ

が

実
現

し

な

い

の

は、

他

方
に

そ

れ

に

見
合
う

需
要

が

な

い

た

め

に

発

生

す

る
。

供
給
に

応

じ

た

需
要

が

あ
れ

ば
、

ゆ

た

か

な

生

括
が

実
現

で

き

る

の

に、

そ

う

な

ら

な

い

の

は

経
済
活
動
を

政
府
が

何
も

せ

ず

に

自
由
放
任
に

し

て

い

る

か

ら

だ

と

い

う
こ

と

に

な

．
。

。

払、
の

解
決
策
は、

自
由
放

任
の

経
済
シ

ス

テ

ム

を

や

め

て
、

致
府
が

経
済
活
動

に

積
極
的
に

干
渉
・

介

入

し、

投
資
の

社
会
化
を

行

な

う
二

と

に

よ
っ

て、

初
め

て

可

能
と

な

る。

こ

れ

が

ケ

イ

ン

ズ

の

発

想
に

あ

る

基
本
思
想

で

あ
っ

た
。

投
資
と

と

も

に

重
要

な
の

は、

消
費
で

あ

る

が、

こ

れ

も

大

い

に

消
費
を

奨
励
し

て、

有
効
需

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
セ　
　　し　　　へ
　
　　も　
　
　　　
　
　　　
　
　
　ヘ　
　　マ　
　　も
　
　　モ

要

を

高
め

る

必

要

が

あ

る
。

そ

の

た

め

に

は、
「

よ

り

多
く

も

ち、

よ

り

多
く

使
う

戸｝
と

の

み

に

専
今
心

す
る
」

消
曹ハ
者
を

つ

く

り
巾
川

す
必

要
が

あ

る
。

　

も
り

と、

も
つ

と
L

浪
費
す
る

消

費
者

一

ホ

モ

・
コ

ン

ス

メ

ン

ス

撮

の

登

場
が

促
さ

れ

る

の

で

あ

る
。

　

こ

う

し

て
、

費
を

楽
し

む
ヘ

ド
ニ

ズ

ム

っ

た

の

で

あ

る
。

ン

リ

ー

・
フ

ォ

ー
尉・−
が

T
型
フ

矛

ー

ド

を

発
売
し

た

こ

ろ

か

ら

で、

貯
め

て

か

ら

買
う
こ

と
か

ら

買
っ

て

か

ら

払
い

始
め

る

時
代
す

な

わ

ち
ヘ

ド

ニ

ズ

ム

的
消
費
の

時
代
が

始
ま
っ

て

い

る
。

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

26

フ

ロ

テ

ス

タ

ン

テ

ィ

ズ

ム

の

禁
欲

的
な
ラ

イ

フ

・

ス

タ

イ

ル

か

ら

消

　
　

　

　
〔
快
楽
士」
義
）

の

ラ

イ

フ

・
ス

タ

イ

ル

に

か

わ
っ

て

し

ま

経
済
活
動
に

お

け
る

ヘ

ド
ニ

ズ

ム

の

成
立

は、
　一

九

〇

八

年、

へ

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　
こ

の

こ

ろ

か

ら

対
抗
文
化
の

登
場

　
ヘ

ド
ニ

ズ

ム

的
資
本・
モ

義
は
、

前
述
し

た

よ

う

に

ヘ

ン

リ

！
・

フ

ォ

ー

ド

の

よ

う

な
［

キ

ャ

プ

テ

ン

・

オ

ブ

・

イ

ン

ダ

ス

ト

リ

ー
L

（
産
業
の

将

帥）

に

よ
っ

て

推
進

さ

れ

て

き

た
。

彼
ら

に

は

欲
望
だ

け
で

は

な

く、

愛
も

あ
つ

た
。

も
っ

と

も

そ

の

愛

と

は

「

事
業
愛
」

で

あ

り

「

貨
幣断
窒
」

で

あ

る
。

そ
の
師
変
ま

淫
碧

堂…
で

は

な

く、
「

も

っ

と、

も
っ

と
一

事
業
を

拡
大

す

る

愛
で

あ

り
、

貨
幣
を

、
毛
っ

と、

も

ッ

と
」

追

求

す
る

貨
幣
愛
で

あ

る
。

こ

の

「

貨
幣
愛
−

こ

そ

が
、

資
本
主
義
の

発
達

に

拍

車
を

か

け

て

い

っ

た

動
機
で

あ

る
。

　
し

が

し、

こ

の

思
想
に

は

重

大

な

陥
穽
が

あ

っ

た
。

「

も
っ

と、

も

ワ

と
」

事
業

を

追

求
す

る

に

せ

よ、

隈

度
が

あ

る

と

い

う
こ

と

で

あ

る
。

採
掘

で

き

る

資
源
に

も

浪
費
さ

れ

た

結
果
の

廃
棄
物
を

捨
て

る

場
所
に

も

限
度

が

厳
然
と

存亠
“

す

る”．

二

の

こ

と

は

す
で

に
「

九
七
一

年
に

ロ

ー

マ

・

ク

ラ
．

フ

の

報
告

書

と

し

て

発

喪

さ

れ

た
メ

ド

ウ

ズ

MIT

準
教
授
ら

の

『

成
長

の

限
界

」 、

英
国
の

雑

誌

『

エ

コ

ロ

ジ

ス

ト
」

に

掲
載
少・」
れ

た

『

生

き

残
る

た

め

の
ド

補

写

爽
』 、

シ

ッ

コ

・
マ

ン

ス

フ

ォ

庖

卜

尢
E

C
委
員

長
の

書
簡
「

人
類
生
存冖
と

経
済
政

策
」

な

ど

に

よ
っ

て

指

摘
さ

れ

て

き

て

い

る
。

↓、
仏

た
、

同

じ
一

九
七
．
．

年
に

は
、

「

か

け

が

え

な

い

地

球
」

（
○
ゴ

帯

9po

に
助

嵩
7
）

を
宀

寸

れ
、

を

ス

ロ

！

ガ

ノ

に

し

て

覊
弟
一

団

国

連
人…
同

環

境
ム

酉揃
蔽
5

が

ス
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ウ
ェ

ー

デ
ン

の

ス

ト

ッ

ク

フ

ォ

ル

ム

で

開
か

れ

た

こ

と

や、

そ

の

二

十

年
後
に

ブ

ラ

ジ

ル

の

リ

オ
・

デ
・

ジ

ャ

ネ

イ

ロ

で

国

連
環
境
開
発
会
議
が

開
か

れ

た

こ

と

は、

よ

く

記
憶
さ

れ

て

い

る

こ

と

で

あ

ろ

う
。

最
近

で

は、
「

持
続
可
能
な

成
長
」

（

。・

¢

簿
巴

亨

四

げ

冨

σq
「

O
≦

9
）

と

か

「

ナ

チ

ュ

ラ

ル

・

キ

ャ

ピ

タ

リ

ズ

ム

」

（

エ

イ

モ

リ

ー

．

B
・
ロ

ビ

ン

ス
）

な

ど

の

提
言
が

な

さ

れ

て

い

る
。

　

こ

れ

ら

環
境
に

対
す
る

関
心

は
、

「

も
っ

と、

も

っ

と
」

を

追

求

す
る

「

フ

ァ

ウ

ス

ト

的
衝
動
」

に

も

と

つ

い

て

経
済
活
動
を

営
む

こ

と

は
、

も

は

や

で

き

な

く

な
っ

た

こ

と
を

示

し

て

い

る

の

で

あ

る
。

こ

の

こ

と

を

別
の

形
で

示

し

た

の

が、
「

対
抗

文

化
」

（

oo

鐸

耳
 

『

oE

ε
話
）

の

形
成
で

あ
っ

た
。

　
一

九
六

〇

年
代
後
半
に

先
進

工

業
国
の

大

学
都
市
で

み

ら

れ

た

「

キ

ャ

ン

パ

ス

．

ウ

ォ

ー
」

（

学
園
紛
争
）

は、

同
時
に

「

ア

ン

チ

・

ビ

ジ

ネ

ス

」

運

動
の

色
彩
も

も

っ

て

い

た
。

ワ

ー

ル

ド
・
エ

ン

タ
ー

プ

ラ

イ

ズ

（
世

界
企
業
）

と

か

マ

ル

チ
，

ナ

シ

ョ

ナ

ル

・

カ

ン

パ

ニ

ー

（

多
国
籍
企

業
）

と

か

よ

ば

れ

る

ビ

ッ

グ
・

ビ

ジ

ネ
ス

が

世

界
各
地
で

プ

ラ

ン

ト

を

建
て、

あ

る

い

は

営
業
所
を

つ

く

り、

多
く
の

地
域
の

人
々

の

経
済
生

活
を

支
配

す
る

よ

う

に

な

っ

て

い

る

の

が、

現
代
経
済
の

特
徴
で

あ

る
。

そ

れ

ら

は

か

つ

て

の

帝
国

主

義
支
配
の

よ

う

に
、

多
く

の

入
々

を

従
属
さ

せ

支
配
し

て

入
々

の

運

命
す

ら

も

決
定
し

か

ね

な

い

権
力
を

手
に

し

て

い

る
。

こ

う

し

た
、

ビ

ッ

グ
・
ビ

ジ

ネ

ス

の

パ

ワ

i

（

権
力
）

に

対
し、

敢
然
と

ノ

ン

と

異

議
を

申
し

立

て

た

の

が、

カ

ン

タ

ー

・
ベ

ー

リ

ン

グ
・

パ

ワ

ー

（

拮
抗
力）

と

し

て

の

ア

ン

チ
．

ビ

ジ

ネ
ス

運

動
で

あ
っ

た
。

そ

れ

は

新
し
い

チ

ャ

ー

チ

ス

ト

運

動
で

あ

り、

あ

る

い

は

宗
教
改
革
運
動
で

も

あ
ワ

た
。

「

ア

ン

チ
・
ビ

ジ

ネ

ス

」

運

動
は、

公

害
反
対
運
動、

企
業
の

情
報
公

開
を

求
め

る

運
動
や

株
主

訴
訟
な
ど

の

形

態

を

と
っ

て

い

る

け
れ

ど

も、

ス

チ

ュ

ー

デ
ン

ト
・

パ

ワ

ー

の

運
動
と

と

も

に
、

「

フ

ァ

ウ

ス

ト

的
衝
動
」

に

導
か

れ

て

き

た

近
代
が

か

か

え

て

い

る

諸
問
題
を、

い

か

に

し

て

解
決
す
れ

ば

よ

い

の

か

の

問
題

提
起
で

も

あ

る
。

ポ
ス

ト

資
本
主
義

社
会
の

文

化
的
矛
盾

正

慶

　
孝

　
「

曲

豆

か

な

社
会
」

の

最
大

の

享
受
者
に

よ
っ

て

提
起
さ

れ

た

「

高
度
大

衆
消
費
社

会
」

へ

の

告
発

は、

豊
か

さ

を

手

に

入

れ

る

か

わ

り

に、
「

メ

ガ

マ

シ

ン

」

（

巨

大

機

械
）

と

な
っ

て

し

ま
っ

た

国

家
や

企

業
の

な
か

で

「

自
己

疎
外
」

に

陥
っ

て

し

ま
っ

た

「

組
織
の

な

か

の

人

間
」

の

悲

痛
な

叫
び

で

も

あ
っ

た
。

　

と

こ

ろ

で
、

「

メ

ガ

マ

シ

ン

」

は
、

．
二

つ

の

B
に

よ
っ

て

表

わ

す
こ

と
が

で

き

る
。

す
な

わ

ち、
「

巨
大

政

府
」

（

ゆ

戯

Oo
＜
Φ

旨
B
Φ

葺
） 、
「

巨
大

企

業
」

〔
匹
ひqo

ロ

ニ
ω

学

口
 
・゚

の
） 、

そ

し

て

「

巨
大

技
術
体
系
」

（

じ目一
ゆq

日，
OO

＝
コ

O一
〇
ぴq
団
）

で

あ

る
。

こ

の

三

つ

の

B
の

体
制
に

向
か

っ

て、
「

コ

ン

テ

ス

タ

シ

オ

ン

」

（

異
議
申
し

立

て
）

を

つ

づ

け

る

「

コ

ン

テ

ス

タ

ト

ー

ル
」

（

異

議
申
し

立

て

者）

の

姿
は、

あ

た

か

も

ゴ

リ

ア

テ

に

立

ち
向
か

う

ダ
ビ

デ

の

よ

う
で

も

あ

り、

ま

た

風
車
に

突
撃
す

る

ド

ン

・

キ

ホ

ー

テ

の

よ

う

で

も

あ

る
。

　

し

か

し、

そ

れ

は

「

新
し
い

宗
教
改
革
」

運

動
と

も
い

え

る

の

で

あ
る
。

三

つ

の

B
の

体
制
の

な

か

で

人
々

は、

三

つ

の

A
の

状
態
に

陥
っ

て

い

る

か

ら
で

あ

る
。

三

つ

の

A
と

は、

〉
℃

讐
ゴ
団

（
無

関

心
） 、

〉
コ
o
巳
す

（

無

規

範
） 、

＞

8
ヨ
冒

讐
δ
コ

（

原
子

化
）

で

あ

る
。

人
々

は、

連

帯
や

共
同

意
識
を

も

て

な

く

な

り、
「

孤
独
な

群

衆
」

と

な
っ

て

い

る

の

が

原
子

化
の

A
で

あ

り、

ま

た、

な

に

ご

と

に

も

関
心

を

も

て

な

く

な
っ

て

い

る

こ

と

が

無
関
心

の

A
で

あ

り、

機
械
化
や

管
理

社
会
の

進

行

に

よ
っ

て
、

人
間
が

「
自
動
機
械
」

（

オ

ー

ト

マ

ン
）

の

よ

う

に

な

っ

て

い

る

た

め、

規
範
的
な

も

の

が

失

な

わ

れ

て

い

っ

て

い

る

の

が

無
規

範
の

A
で

あ

る
。

犯

罪
を

始

め

と

す
る

社
会
病
理

の

蔓
延
は、

そ

の

端
的
な

表

わ

れ

で

あ

る
。

三

つ

の

A
が

現

代

の

特
徴
で

あ

る

「

ア

ナ

ー

キ

ー
」

（
〉
口

霞
07

団
）

状
態
を

生

ん

で

い

る

の

で

あ

る
。

　

機
械
化
や

管
理

社
会
化
は
、

エ

レ

ク

ト

ロ

ニ

ク

ス

や

通
信
手

段
の

発
達

に

よ

っ

て

も

た

ら
さ

れ

た

も

の

で

あ
っ

た
。

す
な

わ

ち、

三

つ

の

C
に

よ

っ

て

こ

れ

を

示

す

と、

OO

∋
〇
二

富
自
o
コ

（

計
算
） 、

Oo

コ

ヰ
〇一
（

制
御
） 、

OO

ヨ
∋
信

該
o

艮
δ
5

（
通
信
）

で

あ
っ

て、

こ

れ

ら

に

よ
っ

て、

O
団
げ

奠
口

讐
δ
口

社
会
が

出
現
し

た

の

で

あ

る
。

こ27
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畷

星

丸

学
研
究
範
要

内

日

木

文

化
学
部
・
晉

語

文

化
学
科
】

第
九
弓

　
二

〇

〇
【
隼

の

た

め
、

人
間
の

労

働
に

関
し、

ふ

た

た

び

「
シ

ー

シ

．一
ボ

ス

の

神
話
」

の

世
界

が

現

出
し

た
。

ギ

リ

シ

ア

神
話

に

出
て

く

る

シ

ー

シ

ュ

ボ

ス

は、

神
々

の

怒
り

に

ふ

れ

て

あ

る

罰
を

あ

た

え

ら

れ

る
。

そ

の

罰
と

い

う

の

は、

岩
を

由［
の

頂
上

に

ま

で

運
ぶ

と
い

う

労

働
で

あ

る
。

と
こ

ろ

が
、

岩
を

山
頂

に

ま

で

運

び

あ

げ

る

と、

岩

は

そ

れ

臼
体
の

自
重

で

い

つ

で

も

落
下
し

て

し

ま

う。

シ

ー

シ

背宀
ボ

ス

の

労
働
は、

し

た

が

っ

て

永

遠
に

終
わ

る

乙

と

が

な

い
。

神
々

は

も
っ

と

も

お

そ

ろ

し
い

懲
罰
を
シ

ー

シ

ュ

ボ

ス

に

課

し

た
。

こ

の

世

で

無
益
で

希
望
の

な
い

労

働
ほ

ど

お

そ

ろ

し

い

も
の

は

　

　

　

　

　

　
で

ごも

な

い

か

ら

で

あ

る
。

　
「．
サ

イ

バ

ネ

ー

シ
へ
謌

ン

社
ム

ム．一

で

の

労
飆酬
は、

労芯
剛

を

シ

ー

シ

ュ

ボ

ス

の

徴
脚

罰

に

か

え

て

い

る
。

リ

ア

リ

テ

ィ

〔

現

実）

と

バ

ー

チ

ャ

ル

・

リ

ア

リ

テ

ィ

（
仮
想
現

実）

と

の

区

別
が

な

く

な

り、

自
ご

喪
失

が

進

行
し
卩

ボ

ゾ

ト

の

よ

う
に

な
ワ

て

い

く．

カ

レ

ル

・

チ

ャ

ペ

ッ

ク

に

よ

っ

て

描
か

れ

た

ロ

ボ

ッ

ト

の

肚
界
は、

最
後
に

ロ

ボ
ッ

ト

た

ち

の

反

乱
で

終
わ
ワ

て

い

る
。

こ

の

作
口

昭

が

小

唆
す

る

よ

う
に、

組
織
的

で

は

あ

る

が

ア

ナ

ー

キ

ー

な

異
議
申
し

立

て

が
、

　一

九

六

〇

年
代

後
半
に

み

ら

れ

た

運

動
の

底
流
に

は

あ

る
。

　

し

か

も、

サ

イ

バ

ネ

ー

シ

ョ

ン

社
ム

ム

は
、

．
テ

ク

ノ

ク

ラ

シ

ー
」

支

配

の

韓
［

理』
仕

会

で

あ

る
。

こ

れ

を

容
易

に

し

た

の

も、

エ

レ

ク

ト

ロ

ニ

ク

ス

の

発

達
で

あ

つ

た
、

テ

ク

ノ

ク

ラ

シ

ー

と

は、

セ

オ

ド

オ

・
ロ

ー

ザ

ッ

ク

に

よ

る

と
、
一

統
治
す

る

も

の

が
、

専
門

技
術
者

に

訴
え

て

自
ら

を

正

当

化

し、

専
門
技
術
者
は

専
門
技
術
者
で

ま

た

科
学
知

識
に

よ

ぞ
自
ら

を

止

当

化
す
る

祉

き
で

あ

る
・

テ

ク

ノ

。

ジ

「

蕘

達
す

れ

ば

す
る

ほ

ど、

テ

ク

ノ

ク

ラ

シ

ー

も

強
化
さ

れ

て

い

く
。

現
代
社
会

は、

こ

の

傾
向
を
一

段
と

強
め

て

い

る
。

J
・

K
・

ガ

ル

ブ

レ

イ
ス

は、

ひ

と

つ

の

紹
織
の

な

か

の

テ

ク

／

ク

ラ
・

ン

ー

支
配

を

「

テ

ク

ノ

ス

ト

ラ

ク

チ

ュ

ア．一

と

よ

ん

だ

が、

こ

の

購
造

は

国

家
の

レ

ベ

ル

に

ま

で

及

ん

で

い

る

の

が
、

堤
代
の

テ

ク

ノ

ク

ラ

シ

…

で

あ

る
。
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し

か

し
、

テ

ク

ノ

ク

ラ

シ

ー

が

支
配
す

る

「

メ

ガ

・
マ

シ

ン

一

に

た

い

す
る
、

対

抗
文

化
も

生

ま

れ

て

い

る
。

そ

れ

が

NGO

で

あ
っ

た

り
、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

な

い、
」

で

あ

る
。

こ

れ

ら
の

運

動

は、

近
代
を

支
配
し

て

き

た

「

フ

ァ

ウ

ス

ト

的
衝
動
」

に

も

と

つ

く

「

巨
大
化
趣
味
」

（
讐
σq
射
口冖
『
H

口

あ

る

い

は

讐
離

コ

ゴ
の

包
）

に

た

い

す

る

積
極
的

な

否

認
で

あ

る．、

　「
フ

ァ

ウ

ス

ト

的
文
化
」

の

原

産
地

で

あ

る

西
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

か

ら

も
E
・

F
・
シ

ュ

↓
・

ハ

の

よ

う

に、

フ
モ

ー

ル

・

イ

ズ
・

『
r
テ

・

フ

ざ
の

提
唱

も

で

て

い

る
。

シ

ュ

ー

マ

ッ

ハ

自
身
は

こ

の

主

張

を

コ

仏
教
経

済
学
‘

と

よ

ん

で

い

る．、

尸〕
の

よ

う

な

形

で

の

「

対
抗
文
化

　
が

大

き

く

な
っ

て

い

る

の

が
、

現

在
の

状

況
で

あ

る
。

新
し

い

「

宗
教
改
革
」

を
求
め

て

　

い

ま

ま

で

述
べ

て

き

た

よ

う

に、

現

代
を

導
い

て

き

た

精
神

的
原

動
力

は、
一
フ

ァ

ウ

ス

ト

的
衝
動
L

で

あ
っ

た
。

し

か

し
、

こ

れ

は

こ

れ

以

E
追

求

で

き

な
い

状

況

に

陥
ッ

て

い

る

二

と

は
、

環

境

問
題

や

資
源
の

枯
渇
問

題

だ

け
を

と
・

て

も、

明

白

で

あ

る
。

わ

れ

わ

れ

の

惑
星

は
「

成

長
の

隈
界
」

に

達
し

て

お

り、

い

ま

ま
で

の

よ

う

に、

無

際
限

の

フ

ロ

ン

テ

ィ

ア

を

イ

メ
ー−
ジ

す

る

ー

カ

ウ

ボ

ー

イ

の

経

済
」

を

追

求
す
る

こ

と

が

で

き

な

い．．

そ
の

代
わ

り

に

ク

リ

ー

ン

で

リ

サ

イ

ク

ル

可

能
な

牛

産

体
系
を

も

つ

節
度

あ

る

経
済
シ

ス

テ

ム

「

宇
宙

船

地

球

号
」

の

経

済
を

構
築
し

な

け

れ

ば

な

らゆ、
気

い
。

労

働
も

無
益

で

希

望
の

な
い

労

働
で

は

な
い

も

の

に

か

え

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

前
述
し

た
よ

う
に
、

職
業
生

活
の

革
新
に

よ

っ

て、

近

代

経

悋田
が

形曜
成
瀦
じ

れ

た
の

で

あ

る

が
、

こ

れ

が

い

つ

の
 
問

に

か

科
桝

子

技
術…
の

准
無
肢

と

と

も

に、

苦

役
と

化
し

ギ

、

し

ま
。

た

の

が
、

今
目

の

課
題
で

あ
っ

た
。

宗

教

改

革
が

新
し

い

社
会

の

「

エ

ー

ト

ス

」

を

生

ん

だ

よ

う
に
、

現

代
も

ま

た、

新
し

い

宗

教
改・
中

が

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

も

と

め

ら

れ

て

い

る

の

で

あ

る
。

そ

れ

は

か
つ

て

オ

ー

ギ
ュ

ス

ト
・
コ

ン

ト

が

提
唱

し

た

よ

う
な

「

人
類
教
」

で

あ

ろ

う。

し

か

も、

新
し

い

宗
教
改
革
は、
「

フ

ァ

ウ

ス

ト

的
衝
動
」

に

も

と

つ

く

「

成
長
教
」

に

と
っ

て

か

わ

る

「

反

成
長
教
」

で

あ

る
。

そ

れ

は

本
来
の

意
味
で

の

「

ス

コ

レ

ー
」

（

高
貴
な

る

余
暇
）

を

取

り

戻
す

こ

と

を

宗
旨
で

あ

る

と
こ

ろ

の

信
仰
で

あ

る
。

　

そ

う

で

な

け

れ

ば、

わ

れ

わ

れ

は、

「

こ

の

世
の

終
わ

り

の

日
」

（

Uoo

ヨ
ω

飢
帥
同
）

を

迎
え

て

し

ま

う。

そ

れ

を

避

け
て

「

楽
園

回

復
」

（

唱
9
『

帥
α一
の

Φ

カ
Φ
瞼
ゆ一
コ
Φ
α
）

の

道
を
た

ど

る

た

め

に

は、
「

フ

ァ

ウ

ス

ト

的
衝
動
」

を

克
服
し、

そ

れ

に

か

え

て

限

度
あ
る

「

成
熟
社
会
」

を

築
き

あ

げ

る

必

要
が

あ

る
。

そ

の

た

め

の

科
学
知
識
や

経

済
的
条
件
は

と

と
の

っ

て

い

る。

あ

と

は、

意
欲
と

智
慧
と

で

あ

る
。
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